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平成27年4月21日▶平成27年10月20日
見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

事 業 年 度 毎年4月21日から翌年4月20日まで

定 時 株 主 総 会 毎年7月

基 準 日 定時株主総会・期末配当・・・・毎年 4 月20日
中間配当・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・毎年10月20日

株 主 名 簿 管 理 人 お よ び
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

同 事 務 取 扱 場 所 大阪市中央区北浜四丁目5番33号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

郵 便 物 の 送 付 先 〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目８番４号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（ 電 話 照 会 先 ） 電話 0120-782-031（フリーダイヤル）
取次事務は、三井住友信託銀行株式会社の本店
および全国各支店で行っております。

●住所変更、単元未満株式の買取等のお申出先について
株主様の口座のある証券会社にお申出ください。
なお、証券会社等に口座がないため特別口座が開設されました株主
様は、特別口座の口座管理機関である三井住友信託銀行株式会社に
お申出ください。

●未払配当金の支払について
株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

株主メモ



当第２四半期累計期間における業績は、以下、図１のと
おり、増収減益となりました。

当社に関連の深い住宅業界におきましては、住宅着工
戸数が前期の消費税増税による駆け込み需要の反動減か
ら、徐々に持ち直しつつあります。

当社における施工サービス事業の受注量におきまして
も、住宅着工戸数の持ち直しを背景として、大手住宅メー
カーとの取引拡大を促進するなどの取り組みが奏功し、
増収増益となりました。

しかしながら、製商品販売事業における業績は、増税
による反動減の影響が大きかった前年同期よりも、減収
減益となりました。これは、増税前に想定以上に購入い
ただいたことから、一部のお客様で持ち直しの動きがあ
るものの、製品需要の回復にまで至っていないことが要
因として挙げられます。

なお、セグメント別の業績につきましては、図２となり
ます。

当事業年度の後半につきましては、引き続き住宅着工
戸数が持ち直し、当社における受注環境も、堅調に推移
するものと考えられます。

今後の取り組みにつきましても、大手住宅メーカーとの
取引量を増やし、リフォーム物件の受注を拡大し、首都圏
への資源投入をさらに増やすとともに、施工力増強のため、
施工スタッフの増員を進めてまいります。

▶業績について ▶今後の取組みについて

大手住宅メーカーとの取引増加やリフォーム物件の受注拡大など、
さまざまな取り組みを推進してまいります。

▶トップインタビュー

▶市場動向グラフ

代表取締役社長

Profile
経 歴 生 年 月 日

社長就任日
出 身 校
出 身 地
趣 味

：昭和43年11月20日
：平成27年4月1日
：中京大学
：山口県
：野球、スキー

（単位：人）

■リフォーム向け足場 売上高推移

平成26年4月期 平成27年4月期 平成28年4月期

■首都圏 売上高推移

平成26年4月期 平成27年4月期 平成28年4月期

■施工スタッフ数推移

平成26年4月期末 平成27年4月期末 平成28年4月期
第2四半期末

前年同期比

40.0％増

前年同期比

19.8％増

第2四半期累計
通期

第2四半期累計
通期

517
537 522

（注）上記の業績予想等は、現時点での入手可能な情報に基づいて作成しており、
実際の業績は様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。

〈図1〉業績� （単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益 四半期（当期）純利益

当第2
四半期

累計期間

3,874 325 351 212
前年同期比
3.3％増

前年同期比
17.9％減

前年同期比
15.1％減

前年同期比
14.3％減

通期の
業績予想

8,600 1,000 1,000 680
前期比

10.9％増
前期比

15.0％増
前期比

11.6％増
前期比

20.2％増

〈図2〉施工サービス事業
売上高
■ 第2四半期累計
■ 通期

売上総利益
■ 第2四半期累計
■ 通期

（単位：百万円）

5,448

2,651

5,956 6,183

3,2552,830 2,992

649 806 855 8811,414 1,782 1,782

平成25年4月期 平成26年4月期 平成27年4月期 平成28年4月期

　　  製商品販売事業

911

354
743

1,918

2,909

1,491

704 572
264 201
539

1,465

613

1,186

平成25年4月期 平成26年4月期 平成27年4月期 平成28年4月期

売上高
■ 第2四半期累計
■ 通期

売上総利益
■ 第2四半期累計
■ 通期

（単位：百万円）
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▶特集

▶トピックス

BSSフェア開催
昨年より実施している製品展示会「ビ
ケシステムサービスフェア2015」を開
催しました。
取引企業の方を多数招き、新商品の紹
介や今後の事業展開について発信しま
した。

今後の作業員の高齢化等を見据え、作
業負担の軽減に向けた取り組みを行って
まいります。

作業支援ロボット

リフォーム物件での需要が見込める、防
犯関連の商品対応を行ってまいります。

セキュリティー商品

安全・安心・感動を届ける
ヒトづくり1 2

▶‌�ダイサンでは、足場のプロとなるための厳しい研修プログラムを定め、‌
教育を行っております。

▶社内検定「ビケ足場施工」 ▶施工スタッフ資格制度

▶改正に関わる当社の製品

▶フルハーネスの着用標準化に向けて

床付き幅木

先行手すり

BLガード

ＢＸ手すり

平成27年7月 労働安全衛生規則が改正され、

足場に対する安全の強化
が図られました

新入社員に対しては、入社時から
3年目までを研修期間として、様々
なプログラムを実施しております。

足場のプロを目標に、施工技術を
磨き、ステップアップを目指して
おります。

研修の様子はブログで配信中です▶ http://blog.livedoor.jp/dsbg/

建設現場などで広く使用される足場からの墜落・転落による労働災害が
多く発生していることを背景として、更なる安全対策が求められています。

足場の作業床からの落下を防ぐ
ため、隙間を埋めるように規制さ
れました。

墜落する危険を低減させるため、
「手すり先行工法」を積極的に採
用するように強化されました。
当社の施工サービスでは、既に
標準となっております。

従来の一丁掛けと異なり、「安
全帯の二丁掛」が可能なフル
ハーネスの標準化を進め、墜
転落防止のための更なる安全
性向上に努めております。

足場業界では、厚生労働省に認定された唯一の
社内検定です。

６段階の資格を設け、上位の資格を目指せるように教育
を行っております。個人ごとの目標が明確化され、モチ
ベーションの向上につながっております。

マスター
シニアチーフ
チーフ

シニアアシスタント
ジュニアアシスタント

ビギナー

隙間を埋める

新入社員
研修

継続
教育

実技風景

落下防止用装備の体感 礼儀作法の徹底

学科風景

従来の腰ベルト
式安全帯

フルハーネス型
安全帯

ベテランによる教育 高品質な足場の提供に向けて

安全の教育 現場の教育 マナーの教育 作図の教育

勤続年数 入社1年 入社2年 入社3年

イメージ 2級ビケ足場施工士取得に主眼を置いた、作図能力・作業手順・安全教育の徹底

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

一般教養 社会人としての基礎教育
（ダイサン社員の基礎づくり）

ダイサン社員としての教育
（基礎～定着期）

チーフとしての成長
（定着期）

専門教育 初級技能研修の習得 顧客目線 チーフ昇格準備教育

資格取得 2級ビケ足場施工士実技・
学科練習

2級ビケ足場施工士実技・
学科練習

足場作業主任者
2級ビケ足場施工士

中型免許
フォークリフト免許

展示品

上記製品についての社内投入と、
販売促進を積極的に行っております。
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商 号 株式会社ダイサン　DAISAN CO., LTD.
設　　 立 昭和50（1975）年4月1日
本　　 社 大阪市中央区南本町2-6-12 

サンマリオンＮＢＦタワー3階
資 本 金 566,760,000円
従 業 員 数 371名（142名）

臨時雇用者の人員を（　）外数で記載しております。

代 表 取 締 役 会 長 三 浦 基 和

代 表 取 締 役 社 長 藤 田 武 敏

常 務 取 締 役 岡 光 正 範

取　 締　 役　監査等委員 森 　 義 明

社外取締役　監査等委員 裵 薫

社外取締役　監査等委員 石 　 光 仁

発 行 可 能 株 式 総 数 26,000,000株
発 行 済 株 式 総 数 7,618,000株（自己株式を含む）
株 主 数 1,558名（�議決権を有する

株主の総数）

株 主 名 持株数（株） 持株比率（％）

三 浦 基 和 1,248,000 16.50

エスアールジータカミヤ株式会社 1,061,000 14.02

有 限 会 社 和 顔 424,000 5.60

ダ イ サ ン 取 引 先 持 株 会 347,400 4.59

大 原 春 子 343,200 4.54

日本マスタートラスト信託銀行株式会社 310,300 4.10

金 沢 昭 枝 275,200 3.64

三 浦 民 子 268,300 3.55

ダ イ サ ン 従 業 員 持 株 会 233,360 3.08

大阪中小企業投資育成株式会社 200,000 2.64

（注）持株比率は自己株式（52,110株）を控除して計算しております。

自己名義株式
52,110株（0.68％）

外国人
28,678株（0.37％）

証券会社
39,879株（0.52％）

金融機関
763,700株（10.02％）

その他国内法人
2,100,001株（27.56％）

個人・その他
4,633,632株（60.82％）

■ 所有者別株式分布状況

平成25/4 平成25/10 平成26/4 平成26/10 平成27/10平成27/4 （年/月）

株価
（円）

出来高
（千株）

0

500

1,000

1,500
2,000

0

300

600

900
1,200

平成26年
4月期

平成27年
4月期

16

26

10
平成28年
4月期

28
2※

13

13
26（予定）

13

13（予定）

■ 中間
■ 期末

大株主の状況（上位10名）

■ 第2四半期累計
■ 通期

平成28年
4月期

平成27年
4月期

平成26年
4月期

3,8743,752

7,751

4,382

8,976

■ 第2四半期累計
■ 通期

平成28年
4月期

平成27年
4月期

平成26年
4月期

1,511

722
869

397 325

■ 第2四半期累計
■ 通期

平成28年
4月期

平成27年
4月期

平成26年
4月期

1,559

743
895

413 351

平成28年
4月期

平成27年
4月期

平成26年
4月期

212

444

248

565

941

■ 第2四半期累計
■ 通期

■ 流動資産
■ 固定資産

9,643 9,107 8,917

5,399

3,517

5,043

4,064

6,043

3,600

平成28年
4月期

第２四半期末

平成27年
4月期

平成26年
4月期

69.3% 78.3%

平成28年
4月期

第２四半期末

平成27年
4月期

平成26年
4月期

78.5%

9,643 9,107 8,917

1,915

7,001

1,975

7,131

2,963

6,680

■  負債
■  純資産
 　 自己資本比率

▶財務ハイライト ▶会社情報／株式情報

売上高 （単位：百万円）

四半期（当期）純利益 （単位：百万円）

営業利益 （単位：百万円）

流動資産・固定資産 （単位：百万円）

経常利益 （単位：百万円）

配当金の推移 （単位：円）

株価の推移

会社概要 （平成27年10月20日現在）

株式情報 （平成27年10月20日現在）

役員構成 （平成27年10月20日現在）

負債・純資産・自己資本比率（単位：百万円）

※設立40周年記念配当です。
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